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　1月 20 日（火）午後６時 30 分から東部公民館で開催し、

27人に参加いただきました。

　今年度は、「海老津駅周辺について」というテーマで意見交

換を実施しました。テーマ設定の背景は、岡垣町が進めている

海老津駅周辺整備事業に議会も関心があり、総務産業常任委員

会でも閉会中の継続調査として進められていること、住民の皆

さんの関心も高いことからです。

5班に分かれてスタート

解決策を出し合います

各テーブルに議員が入っています

活発な意見がたくさん出されました

第１ラウンドで出された意見（抜粋）

・�駅活性化のためにショッピングセン
ターの誘致を

・駅南側を開発して学校誘致を

・子ども広場がほしい

・集合住宅が増えてほしい

・エスカレーターやエレベーターの設置を

・飲食店街にして活気づけてほしい

・箱モノを作って終わりにしてほしくない

・商業だけでなく、飲食店の出店を

・�駅南側の利用があまりない。直接ホー
ムに入れる工夫を

第２ラウンドで出された意見（抜粋）

・利便性を高めてほしい

・海老津駅南、戸切の人の声を聞く

・子どもも大切だが、大人も楽しめる場所に

・駅に向けての人の流れを考えた宅地造成を

・�情報プラザのエレベーターを休日でも
利用できるようにしてほしい

・�町内に分散しているお店を駅周辺に集
約できるように

・情報プラザ内に遊べる施設を

・�ファミリーマートと話し合って、やっ
ぱぁ岡垣の野菜を置いてほしい

・駅南側にも改札口をつくってほしい

令和７年度　岡垣町議会住民懇談会
「議員と語ろう」を開催しました

第１ラウンド「期待したいこと」

第２ラウンド「実現に向けて」
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梅田さん林さん

松下さん

▼議会に伝えたいことがありますか？

・高齢者の交通手段をもっと使いやすいように工夫

・ふるさと納税による税収UPに力を入れてほしい

・議員の任期中、１年に１回以上一般質問を行うこと

▼住民懇談会についてお気づきの点は？

・�参加者は年配者が多く、もっと若年層の人たちの参加
を促進してほしい

・行政区ごとの同様の懇談会があっても良いのでは

・�議会の動きがなんとなく分かるような点。役場・議会・
住民との一体感が持てる

・町政に対して、住民の関心をもっと掘り起こしてもらいたい

▼議会から
　皆さんから、多くのご意見やご要望が出され
ました。これらの貴重な声を報告書にまとめ、
議会では 3月 11 日の全員協議会で、議会広報
常任委員会の平山委員長が内容について説明を
行い、議員全員で共有しました。
　また、総務産業常任委員会では、皆さんから
出された意見を参考にして調査・研究等を行い、
執行部へ政策提言が行われるかと思います。
　懇談会の内容につい
ては、三角議長から町
長に報告書を提出し説
明を行います。

参加された方からさまざまな�
意見が聞けて良かったです

言いたいことを言えるので、
また参加したいです

私がいつも考えていること
とテーマが一致し、勉強の
方向が見えてきました

Ｑ 参加回数は何回目？

・初めて	 14 人

・2回目以上　　12人

Ｑ 懇談会はどうでした？

・良かった	 21 人

・悪かった	 ０人

・無記入	 ５人

理由

・�参加者の異なる意見、考えを知る
ことができた

・�駅周辺の活性化について、多くの
意見を知ることができた

・�思い切り意見が言えた。その場の
まとめが良かった

Ｑ また参加したい？

・参加したい	 22 人

・参加したくない　　０人

・無記入	 ４人

理由

・�知らないことを皆さんから教えて
もらえる

・�町のさまざまな課題について意見�
交換する機会はとても重要だと思う

・�町に対して意見を聞き、言える場
所をいただいた

住民懇談会「議員と語ろう」
報告書を作成しました。岡垣
町議会ホームページで検索、
または右記二次元コードから
ご覧いただけます。

・30歳代　　３人
・40歳代　　１人
・50歳代　　２人
・60歳代　　７人
・70歳代　　９人
・80歳以上　４人

参加者の年代

皆さんからのアンケート結果を紹介（26人が回答されました）
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開館から 30年以上が経過したため、安全で快適に
利用できるように継続的に改修を行います

４月から小中学校の給食費が無償化になります

３月議会では、連合審査会を開催し、２日間にわたり慎重に令和８年度予算を審議しました。前年度に比べ９億
2400万円増額となった一般会計予算と特別会計予算、公営企業会計予算を可決しました。４ページから６ペー
ジで予算の概要、８ページと９ページで各議員の一般会計予算に対する討論を紹介します。

床の改修工事と空調の新設などを行います

公共交通体系整備計画の改訂を行います

Q　�改修工事は長期計画となっているが、どのくら
い費用がかかるのか。

A　�概算で総額 35億円の費用を伴うため、国の財源
などを活用して町の負担をできる限り軽減する。

Q　�令和 8 年度は、
どのような改修
工事を行うのか。

A　�主にウエーブア
リーナの空調工
事など予定して
いる。

Q　�国の方針に基づき小学校の給食が無償化される。
現在、岡垣町は中学校の給食費が半額補助となっ
ているが、中学校まで無償化にした理由は何か。

A　�保護者の負担軽減のため町独自で実施すること
を決めた。いずれ国が実施することを期待して
いる。

Q　�工事期間は、いつ頃を予定しているのか。また、
利用者に対する周知はどのようにするのか。

A　�床等改修工事、空調設置工事ともに夏頃からの
開始を予定している。周知については広報やホー
ムページのほ
か、体育協会
総会での周知
や利用団体へ
の通知を予定
している。

Q　�西鉄バスが昨年９月で撤退し、10 月からコミュ
ニティバスが全路線運行しているが、運行経費
はいくらかかるのか。

A　�コミュニティバスには年間約 4700 万円、乗合タ
クシーには約 700 万円の運行経費がかかってい
る。現在の利
用状況等を踏
まえ、第 5次
公共交通体系
整備計画の策
定を行う予定
である。

サンリーアイ大規模改修
� ３億3100万円

小中学校の給食費無償化
� １億7070万円

町民体育館改修等工事
� １億6970万円

公共交通整備事業
� １億180万円

一般会計予算 139億 2200万円（前年比７.１％増）

フカボリ予算～予算は「町長」が提案し、「町議会議員」が決めます～
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通学路については、PTAなどからの要望を踏まえ、交通安
全対策プログラムに基づいて計画的に改修工事を行います

特別支援学級補助員を増やします

町のためになる事業について、どれくらいお金を使うのかを決めるのが予算です。また、町に入ってきたお金や、
使い道が正しいかを調べるのが決算です。岡垣町議会では、町長が提案する新年度予算がどのような内容か、執行
内容が妥当であるか、細部にわたり審査するため、予算・決算は総務産業常任委員会と文教厚生常任委員会との連
合審査会を開き、議員全員で審議しています。

３月議会では、岡垣町の総合計画に位置付けられた事
業をはじめ、町民生活に密着した事業、重点的かつ政
策的な課題・政策などの事業がどのように予算に盛り
込まれているか、その優先度や緊急度などの点に着目
し、詳細な質疑や議論を活発に行いました。

１人１回に限り補助を行います

Q　�令和７年度予算は 3150 万円だったが、減額した
理由は何か。

A　�令和７年度は 14件工事を実施した。要望に基づ
き改修を進めており、これまでの整備により要
望箇所が減少したため。

Q　�４月から自転車の交通ルールが変わる。通学路
の安全対策や安全確保はできているか。

A　�引き続き、道路管理者として対策を考えていき
たい。

Q　�特別支援学級補助員を増やす理由は何か。
A　�支援が必要な子どもが増えると見込まれるため、
環境を整えている。

戸切小学校に講師を配置します

Q　�戸切小学校に講師を配置する理由は何か。
A　�法律で定められた複式学級になることが予測さ
れ、急激な教育環境の
変化を緩和するため。

　　※�複式学級とは、２つ以
上の学年で構成される
学級のこと。

Q　�補助金を利用するにはどうしたらいいか。
A　�対象要件や申請の手続を説明するため、必ず購
入前に役場（長寿あんしん課）に相談を。

　　※購入後の申請は補助対象外

Q　�補助金の上限はあるの
か。待っている町民も
いるので、早く周知す
べきではないか。

A　�1人3万円が上限である。
　　�議決後、すみやかに周
知を行う予定である。

交通安全対策費
� 1550万円

教育環境の充実
� 3090万円

補聴器購入の補助
� 90万円

岡垣町の予算承認の流れ

各課からの予算要求をとりまとめ、町長が予算案
を議会に提出。

予算審査の議案

役場３階の第２・第３委員会室にて、町長をはじ
め担当課へ詳細な質疑等を行う審査。議案を委員
会で可決するか審議。

連合審査会で各予算を審査・採決

役場３階の議場で、連合審査会の審査内容を報告。
それぞれの議案に対して、賛成・反対の立場から討
論。委員会報告や討論などをふまえ、各議案を議決。
※議決の状況は７ページに掲載

本会議で審査結果を報告・討論・採決
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会議録 議会中継

検索はこちらから

前定例会終了後の本会議・委員会・協議会等についてお知らせします。
日付 会議等 議題等
1月6日 議会運営 第１回臨時会運営

1月9日
第１回臨時会
（１日間） 本会議・委員会

研修会 県町村議会議員研修会（オンライン）
1月14日 議会広報（協） 住民懇談会について
1月20日 住民懇談会 海老津駅周辺について
1月26日 議会運営 第２回臨時会運営
1月27日
～ 28日 議会運営 行政視察（神奈川県寒川町、静岡県三島市）

2月4日 第２回臨時会
（１日間） 本会議・委員会・全員協議会

2月16日 文教厚生 教育・文化について　ほか
2月19日 議会運営 第１回定例会運営

2月24日 全員協議会
学校施設の適用配置に向けた検討につい
て（その４）及び岡垣町立岡垣中学校建
替基本計画について

2月26日 議会改革 議会改革（策定方針）について　ほか
3月4日
～ 23日

第１回定例会
（20日間）

本会議・一般質問・委員会・全員協議会・
委員会協議会

3月27日 議会広報 議会だより編集
3月31日 議会広報 議会だより編集

議 会 の 動 き

次回定例会は
６月３日（水）
開会の予定です

傍聴または議会中継でどうぞ

子ども・子育て支援金は、国の制度に基づき令和
８年４月から始まる新しい制度です。公的医療保
険に加入する全ての人が対象となり医療保険料に
上乗せされる形で徴収されます

岡垣町の浄化センターに、し尿処理施設を設置します

Q　�子ども・子育て支援金というのであれば、18 歳
未満の医療給付分などの均等割額も全て無料に
すべきではないか。

A　�国で議論がされているため、動向を見守ってい
きたい。

特別会計
国民健康保険 30億 2285 万 1000 円

後期高齢者医療 ７億 8900 万 4000 円

公営企業会計
水道 ６億 2047 万 9000 円

下水道 ９億  224 万 4000 円

Q　�設置する目的は何か。
A　�遠賀郡と中間市で運営しているし尿処理施設曲水
苑（水巻町）が令和９年度末に廃止となるため。

子ども・子育て支援金制度 し尿処理施設建設工事費

■令和８年度　特別会計予算・公営企業会計予算
行政サービスは幅広く多岐にわたっている

ことから、より合理的にわかりやすい会計

経理を行うために、一般会計のほかに特別

会計・公営企業会計を設けています。

6定例会　概要・議会の動き



議決の状況
議員の賛成○・反対●・除斥  除・退席  退・欠席  欠

内　　　容 結果
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岡垣町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を
定める条例の制定について 賛成多数可決 ○ ○ ○ 欠 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
は
賛
否
同
数
の
場
合
の
み
「
議
長
裁
決
」
と
し
て
表
明

岡垣町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める
条例の制定について 賛成多数可決 ○ ○ ○ 欠 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第
1
回
定
例
会

岡垣町教育委員会委員の任命について（田中氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 
（麻生氏）（更田氏）（占部氏）（筒井氏） 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岡垣町行政手続条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岡垣町職員の勤務時間及び休日、休暇等に関する条例の一部を
改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岡垣町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岡垣町職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岡垣町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 賛成多数可決 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地方自治法の一部改正に伴う関係条例の整理に関する条例の
制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和７年度　岡垣町一般会計補正予算（第８号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和７年度　岡垣町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 賛成多数可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

令和７年度　岡垣町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 賛成多数可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

令和７年度　岡垣町水道事業会計補正予算（第５号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和７年度　岡垣町下水道事業会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和８年度　岡垣町一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和８年度　岡垣町国民健康保険事業特別会計予算 賛成多数可決 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和８年度　岡垣町後期高齢者医療特別会計予算 賛成多数可決 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和８年度　岡垣町水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和８年度　岡垣町下水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町道の路線認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分の報告について
― 岡垣町庁舎トイレ改修工事（１工区）請負契約の変更について― 報告 － － － － － － － － － － － －

岡垣町議会会議規則の一部を改正する規則 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
報告事項は採決を行わないため「－」で表記しています。
臨時会は賛否が分かれた議案のみ掲載しています。

　　　　　　　 訃報

去る３月 31 日に太田強議員が急逝されました。
心よりお悔やみ申し上げます。
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議員による討論　一般会計予算
全員賛成で10人が討論しました

空
き
家
の
活
用
で

定
住
促
進
に
共
感

予
算
執
行
と
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画

財
源
確
保
に
向
け
た

努
力
を
評
価

将
来
を
見
据
え
て
、

今
で
き
る
こ
と
を
確
実
に

一般会計は、町税や国庫・県支出金
などの収支をもとに、教育・福祉や
道路・公園の整備など、主に町の基
本的な行政サービスを行う会計です。

討論は議案に対して、賛成か反対か自らの意見を表明し、その理由等を述べることができます。
討論が終結すると、議案等の賛否を決定する採決となるため、意見の違う議員を自らの意見に
同調させるための最終的な機会となります。

広ひ
ろ
わ
た
り

渡
　
輝て
る
お男 

議
員

川か
わ
ち地

　
啓け
い
す
け輔 

議
員

神か
ん
ざ
き崎

　
宣の
り
あ
き昭 

議
員

横よ
こ
や
ま山

　
貴た
か
こ子 

議
員

　

対
前
年
比
約
７
・
１
％
増
で

過
去
最
高
の
予
算
と
な
っ
て
い

る
。
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
施
設

改
修
や
町
民
体
育
館
の
空
調
設

置
な
ど
公
共
施
設
の
維
持
、
将

来
を
見
据
え
た
設
備
投
資
が
な

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
子
ど
も

誰
で
も
通
園
制
度
や
小
中
学
校

給
食
費
無
償
化
、
当
面
の
間
の

戸
切
小
学
校
複
式
学
級
回
避
、

岡
垣
中
学
校
建
て
替
え
設
計
な

ど
、
町
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た

ち
、
子
育
て
世
代
に
も
配
慮
が

さ
れ
て
い
る
。
空
き
家
の
解

消
、
中
古
住
宅
を
活
用
し
て
定

住
促
進
に
つ
な
げ
人
口
減
少
を

食
い
止
め
る
な
ど
共
感
す
る
こ

と
も
多
い
。

　

さ
ら
に
自
治
区
・
校
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
を
目
指
し

た
人
材
確
保
や
組
織
運
営
の
支

援
を
期
待
し
て
賛
成
す
る
。

　

国
の「
責
任
あ
る
積
極
財
政
」

の
も
と
、
町
の
主
要
な
財
源
と

な
る
地
方
交
付
税
な
ど
の
手
厚

い
地
方
財
政
計
画
を
背
景
に
、

令
和
８
年
度
一
般
会
計
当
初
予

算
は
歳
入
・
歳
出
総
額
は
対
前

年
比
７
・
１
％
増
と
過
去
最
大

の
予
算
と
な
っ
て
い
る
。
歳
入

の
大
幅
な
増
を
背
景
に
、
歳
出

予
算
は
、
複
雑
多
様
化
す
る
行

政
需
要
に
対
処
す
る
た
め
、
積

極
的
に
予
算
化
し
た
も
の
で
あ

る
と
評
価
す
る
。

　

行
政
事
務
の
電
子
化
は
避
け

て
は
通
れ
な
い
が
、
対
応
で
き

な
い
人
へ
の
対
策
が
最
も
重
要

で
あ
る
。

　

本
予
算
の
執
行
に
向
け
て

は
、
住
民
に
寄
り
添
っ
た
取
り

組
み
を
求
め
て
賛
成
す
る
。

　

令
和
８
年
度
岡
垣
町
一
般
会

計
予
算
は
、
昨
年
よ
り
７
・
１
％

増
の
規
模
と
な
っ
て
い
る
。

　

長
引
く
物
価
高
騰
へ
の
支
援

対
策
と
、
老
朽
化
が
進
む
町
の

公
共
施
設
や
上
下
水
道
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
等
の
再
整
備
に
は
、

国
や
県
な
ど
か
ら
の
財
源
を
最

大
限
に
活
用
し
て
の
財
政
運
営

が
求
め
ら
れ
る
。
今
回
の
連
合

審
査
の
中
に
お
い
て
、
執
行
部

の
財
源
確
保
に
向
け
た
努
力
を

多
々
感
じ
評
価
を
す
る
。

　

住
民
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
今
後
も

努
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
要
望

す
る
と
と
も
に
、
第
６
次
総
合

計
画
の
５
つ
の
基
本
目
標
に

沿
っ
て
掲
げ
た
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
を
、
確
実
に
実
行
さ
れ
る
こ

と
に
期
待
し
て
賛
成
す
る
。

　

令
和
８
年
度
岡
垣
町
一
般
会

計
予
算
は
、
過
去
最
高
の
規
模

と
な
っ
て
い
る
。

　

本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

は
、
小
中
学
校
給
食
費
の
無
償

化
、
民
間
保
育
所
施
設
支
援
、

子
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
開

始
、
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
大
規

模
改
修
事
業
、
町
民
体
育
館
空

調
設
置
、
物
価
高
騰
対
策
事
業

な
ど
、
数
多
く
多
岐
に
わ
た
り

幅
広
く
行
き
届
い
た
政
策
を
立

て
て
あ
る
こ
と
を
評
価
す
る
。

　

少
子
・
高
齢
化
で
人
口
減
少

が
進
む
中
、
将
来
を
見
据
え
た

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
し

て
、
今
で
き
る
政
策
を
確
実
に

実
行
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

賛
成
す
る
。

8討論



安
心
と
将
来
を
見
据
え
た

施
策
を
評
価

施
策
の
着
実
な
実
行
に
期
待

住
み
続
け
た
い
町
に

手
堅
い
財
政
運
営
に
期
待

丁
寧
な
説
明
を
大
切
に
し
た

財
政
運
営
を

住
民
の
要
求
が
実
現

三み
く
ま隈

千ち
え
こ

恵
子 

議
員

細ほ
そ
や
ま
だ

山
田
　
修お
さ
む 

議
員

廣ひ
ろ
わ
た
り

渡
　
裕ゆ
う
じ次 

議
員

太お
お
た田

　
　
強つ
よ
し 

議
員

安あ
さ
と里

　
雅ま
さ
え恵 

議
員

平ひ
ら
や
ま山

　
正ま
さ
の
り法 

議
員

　

現
在
、
国
際
情
勢
の
不
安
定

化
や
物
価
高
騰
に
よ
り
、
国
民

生
活
に
は
依
然
と
し
て
不
安
が

続
い
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
本
予
算

は
、
町
民
の
安
心
と
将
来
を
見

据
え
た
施
策
が
的
確
に
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
。
岡
垣
サ
ン
リ
ー

ア
イ
な
ど
の
公
共
施
設
の
老
朽

化
対
策
や
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推

進
、
５
歳
児
健
診
や
小
中
学
校

の
給
食
費
無
償
化
な
ど
、
町
民

に
寄
り
添
っ
て
い
る
。
加
え

て
、
平
和
へ
の
取
り
組
み
や
物

価
高
騰
対
策
を
継
続
し
て
い
る

点
も
評
価
で
き
る
。

　

今
後
は
少
子
高
齢
化
に
伴
う

課
題
を
見
据
え
、
財
政
の
持
続

可
能
性
の
確
保
が
求
め
ら
れ
、

細
や
か
な
配
慮
を
忘
れ
ず
、
着

実
な
取
り
組
み
を
期
待
し
て
賛

成
す
る
。

　

経
常
的
な
経
費
な
ど
の
増
加

に
伴
い
、
過
去
最
高
の
一
般
会

計
予
算
規
模
と
な
っ
て
い
る
。

町
長
は
施
政
方
針
で
、
数
十
年

先
を
見
据
え
て
今
必
要
な
施
策

の
着
実
な
実
行
と
と
も
に
、
住

民
の
幸
福
度
を
高
め
る
取
り
組

み
を
推
進
す
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

水
道
水
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ａ
対
応
で
の
特
定
防
衛
施
設

周
辺
整
備
調
整
交
付
金
の
活

用
、
学
校
施
設
適
正
配
置
で
の

丁
寧
な
意
見
集
約
、
戸
切
小
の

複
式
学
級
編
成
回
避
の
た
め
の

町
費
で
の
講
師
の
配
置
と
特
別

支
援
学
級
補
助
員
の
増
員
、
遊

歩
道
設
置
な
ど
の
三
里
松
原
の

保
全
整
備
、
物
価
高
対
応
交
付

金
を
活
用
し
た
電
子
ク
ー
ポ
ン

の
給
付
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進

な
ど
に
期
待
し
て
賛
成
す
る
。

　

予
算
総
額
が
過
去
最
大
と
な

り
、
増
加
し
て
い
る
歳
入
の
主

な
項
目
と
し
て
町
税
や
地
方
交

付
税
、
国
庫
支
出
金
、
物
価
高

騰
対
策
重
点
支
援
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

歳
出
は
、
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ

施
設
改
修
や
町
民
体
育
館
施
設

整
備
、
小
学
校
の
給
食
費
の
無

償
化
に
伴
い
、
国
の
制
度
の
対

象
外
の
中
学
校
は
町
単
独
で
給

食
費
の
無
償
化
が
実
施
さ
れ
る
。

新
た
な
民
間
保
育
所
の
開
所
や

農
業
振
興
や
漁
業
に
つ
い
て
も

支
援
の
継
続
が
な
さ
れ
、
前
年

よ
り
大
幅
に
上
回
っ
て
き
て
い

る
が
、
安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ

る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に

は
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
積
極

的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と

を
評
価
し
て
賛
成
す
る
。

　

町
債
と
公
債
費
の
元
金
償
還

金
も
収
支
バ
ラ
ン
ス
は
保
た
れ

て
い
る
と
判
断
す
る
。

　

町
長
は
施
政
方
針
で
、
数
十

年
先
を
見
据
え
な
が
ら
も
、
今

や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
着

実
に
や
っ
て
い
く
と
述
べ
ら
れ

た
。
現
状
の
人
口
減
少
社
会
は

岡
垣
町
で
も
同
様
で
、
子
育
て

支
援
、
学
校
施
設
の
拡
充
、
町

施
設
の
改
修
、
水
害
な
ど
の
復

旧
工
事
な
ど
課
題
も
多
々
あ

る
。
そ
れ
以
上
に
岡
垣
中
学
校

の
建
て
替
え
問
題
や
、
戸
切
小

学
校
や
内
浦
小
学
校
の
編
成
問

題
な
ど
、
今
後
数
十
年
の
財
政

問
題
は
大
変
な
課
題
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
や
今
問
題
と

な
っ
て
い
る
空
き
家
対
策
な
ど

力
を
入
れ
て
取
り
組
ま
ね
ば
な

ら
な
い
。
町
長
の
手
堅
い
財
政

運
営
に
期
待
し
て
賛
成
す
る
。

　

給
食
費
無
償
化
を
は
じ
め
、

子
育
て
・
福
祉
の
充
実
が
図
ら

れ
て
お
り
、
住
民
生
活
を
支
え

る
予
算
と
評
価
す
る
。
大
規
模

事
業
が
続
く
中
、
優
先
順
位
を

見
極
め
将
来
世
代
へ
の
負
担
を

抑
え
、
住
民
へ
の
丁
寧
な
説
明

を
大
切
に
し
た
持
続
可
能
な
財

政
運
営
を
期
待
し
て
賛
成
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
繰
り
返
し
一
般
質

問
で
求
め
て
き
た
小
中
学
校
給

食
費
の
完
全
無
償
化
、
補
聴
器

購
入
の
補
助
が
４
月
か
ら
開
始

さ
れ
る
。

　

私
も
力
を
入
れ
て
き
た
政
策

で
あ
り
、
住
民
要
求
が
反
映
さ

れ
た
予
算
編
成
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
賛
成
す
る
。
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議員

体
制
は
整
っ
て
い
る

町長
水
道
水
の
安
定
供
給
は

森
山

自
然
災
害
や
不
測
の
火
災
等
で
浄
水

場
が
停
電
し
た
時
に
安
定
的
に
安
全
・
安
心

な
水
を
供
給
で
き
る
よ
う
非
常
用
電
源
引
込

盤
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
試
運
転
は
ど
の

様
に
実
施
し
て
い
ま
す
か
。

町
長

試
運
転
は
年
１
回
、
梅
雨
時
期
前
を

基
本
に
発
電
機
を
リ
ー
ス
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。
上
下
水
道
課
職
員
、
浄
水
場
の
運
転
委

託
事
業
者
の
職
員
、
試
運
転
の
委
託
事
業
者

の
電
気
主
任
技
術
者
立
ち
合
い
の
も
と
非
常

用
電
源
を
引
込
盤
に
接
続
し
、
商
用
電
源
か

ら
の
切
替
手
順
や
、
配
水
池
へ
水
を
送
る
送

水
ポ
ン
プ
の
動
作
状
況
、
電
気
系
統
を
確
認

し
な
が
ら
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

森
山

浄
水
場
の
動
力
費
削
減
目
的
で
省
エ

ネ
送
水
ポ
ン
プ
の
採
用
や
平
成
27
年
に
電
力

最
大
使
用
量
を
監
視
す
る
デ
マ
ン
ド
監
視
装

置
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
動
力
費
は

当
時
と
比
較
し
て
ど
の
よ
う
な
状
況
や
実
績

に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

町
長

海
老
津
配
水
池
へ
の
送
水
ポ
ン
プ
は

90
キ
ロ
ワ
ッ
ト
か
ら
45
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
ダ
ウ

ン
サ
イ
ジ
ン
グ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
当
時
の

最
大
デ
マ
ン
ド
値
２
７
４
キ
ロ
ワ
ッ
ト
か
ら

令
和
６
年
度
末
に
は
２
２
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ま

で
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
と
令

和
６
年
度
の
動
力
使
用
量
で
比
較
す
る
と
年

間
約
21
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
が
削
減
で
き

て
お
り
約
１
・
８
か
月
分
の
使
用
量
に
相
当

し
ま
す
。
令
和
７
年
度
実
績
の
動
力
費
で
換

算
す
る
と
約
４
０
０
万
円
削
減
で
き
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

森
山

岡
垣
町
電
気
工
事
協
同
組
合
と
大
規

模
災
害
時
の
災
害
協
定
を
締
結
し
て
お
く
べ

き
で
は
な
い
で
す
か
。

町
長

災
害
協
定
の
締
結
に
向
け
協
議
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

森
もり

山
やま

　浩
こう

二
じ

 議員

10町政を問う　一般質問

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　 

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

録画データを視聴
できます

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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10 森山　浩二 　１．公営企業の経営改善について（その５）
　２．防災について

11 平山　正法 　１．不登校の児童生徒について
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議員

平
山

学
校
で
の
不
登
校
対
応
は
重
要
で

す
。
学
校
が
子
ど
も
と
同
じ
目
線
で
話
を
す

る
関
係
性
を
広
げ
、
子
ど
も
の
思
い
を
ま
る

ご
と
受
け
止
め
、
子
ど
も
の
休
息
と
回
復
を

温
か
く
見
守
り
、
子
ど
も
の
安
心
を
増
や
す

場
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
不
登
校

児
童
生
徒
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

教
育
長

学
校
で
は
、
校
内
で
の
情
報
共

有
や
定
期
的
な
家
庭
訪
問
、
保
健
室
と
の
連

携
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
の
ほ
か
、
児
童
生
徒
か
ら

の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
見
逃
さ
な
い
た
め
、
生
活
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
う
な
ど
、
日
常
支
援
、
早
期
発

見
・
早
期
対
応
に
努
め
、
不
登
校
を
未
然
に

防
止
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
課

題
は
、
ど
の
よ
う
に
教
育
の
機
会
を
確
保
す

る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

平
山

親
同
士
が
悩
み
を
語
り
合
い
支
え
合

う
こ
と
は
、
子
ど
も
へ
の
理
解
を
深
め
る
う

え
で
と
て
も
大
切
で
す
。
不
登
校
児
童
生
徒

の
保
護
者
が
安
心
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
た

め
に
、
教
育
委
員
会
で
は
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
か
。

教
育
長

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
お
か
が
き

教
室
で
は
、
令
和
７
年
11
月
に
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
の
専
任
指
導
員
の
ほ
か
、
岡
垣
町
の

社
会
福
祉
士
や
小
中
学
校
専
門
の
子
ど
も
家

庭
支
援
員
、
遠
賀
町
の
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
を
交
え
、
不
登
校
の
児
童
生
徒

を
抱
え
る
保
護
者
と
の
懇
談
会
の
ほ
か
、
保

護
者
同
士
の
意
見
交
換
会
な
ど
を
開
催
し
ま

し
た
。
今
後
も
、
不
登
校
の
児
童
生
徒
を
抱

え
る
保
護
者
が
、
一
人
で
悩
み
を
抱
え
込
む

こ
と
が
な
い
よ
う
、
少
し
で
も
心
の
負
担
が

軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
継
続
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
対
応
を
し
て
い
る

教育長
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
対
応
は

平
ひら

山
やま

　正
まさ

法
のり

 議員

議
会
運
営
委
員
会

�

１
／
27
▼
１
／
28

信
頼
さ
れ
る
議
会
づ
く
り
に
向
け
て

［
視
察
先
：
神
奈
川
県
寒さ
む

川か
わ

町
］

　

議
会
改
革
推
進
委
員
会
の
取
組
・

議
会
基
本
条
例
の
制
定
・
議
員
間
討

議
に
つ
い
て

　

寒
川
町
議
会
で
は
、
平
成
19
年
よ
り
議
会
改

革
推
進
委
員
会
を
設
置
し
、
議
員
定
数
の
見
直

し
や
通
年
議
会
の
導
入
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
な
ど
、

継
続
的
な
改
革
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
に
は
議
会
基
本
条
例
を

制
定
し
、
そ
の
中
に
主
権
者
教
育
の
推
進
を
位

置
付
け
て
い
る
点
が
大
き
な
特
徴
で
す
。
親
子

向
け
事
業
や
若
者
と
の
意
見
交
換
会
の
開
催

な
ど
、
次
世
代
を
意
識
し
た
取
り
組
み
を
通

じ
て
、
住
民
の
政
治
参
加
意
識
の
向
上
を
図
っ

て
い
る
姿
勢
が
印
象
的
で
し
た
。
住
民
と
の
対

話
を
重
視
し
た
議
会
運
営
は
、
本
町
に
お
い
て

も
大
い
に
参
考
と
な
る
も
の
で
し
た
。

［
視
察
先
：
静
岡
県
三み

島し
ま

市
］

　

議
会
基
本
条
例
の
制
定
及
び
検
証
・�

議
会
の
監
視
機
能
強
化
の
取
組
に
つ
い
て

　

三
島
市
議
会
で
は
、
議
会
基
本
条
例
の
制

定
及
び
検
証
の
取
り
組
み
と
、
議
会
の
監
視
機

能
強
化
に
つ
い
て
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

議
会
基
本
条
例
の
制
定
後
も
、
議
員
の
任
期

ご
と
に
検
証
と
公
表
を
継
続
的
に
実
施
し
、
課

題
の
整
理
や
改
善
に
努
め
る
こ
と
で
、
条
例
の

実
効
性
を
高
め
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
議
長
任
期
の
見
直
し
や
委
員
会

運
営
の
工
夫
に
よ
り
、
意
見
・
要
望
事
項
を
提

出
し
、
市
政
へ
の
提
言
や
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強

化
に
も
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
市
民
と
の

距
離
を
縮
め
る
意
見
交
換
会
も
行
わ
れ
、
市

民
に
開
か
れ
た
議
会
づ
く
り
が
着
実
に
進
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
を
通
し
て
、
継
続
的
な
改
革

と
住
民
参
加
を
重
視
し
た
議
会
運
営
の
重
要

性
を
学
び
ま
し
た
。
今
後
は
、
本
視
察
で
得

た
知
見
や
先
進
的
な
取
り
組
み
を
本
町
の
実

情
に
合
わ
せ
て
取
り
入
れ
な
が
ら
、
議
会
の

機
能
強
化
や
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
、

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�

委
員
長　

三
隈
千
恵
子

頑
張
っ
て
ま
す
！
委
員
会
活
動
　
先
進
地
視
察

寒川町議会にて

11 町政を問う　一般質問・委員会活動報告



演奏の依頼は、岡垣町社会福祉協議会ボランティアセンターに問い合わせしてね！打ち合わせや練
習の時間が必要なので、２カ月以上前に依頼してね。
� 岡垣町社会福祉協議会 093-283-2940（担当／石田・高橋）

Ｑ　�普段の練習の雰囲気はどうですか。

Ａ　�より良い演奏を目指して意見を出し合いながら練習
しています。気がつくと、おしゃべりで盛り上がる
こともありますが、そんな時間も大切にしながら楽
しく続けています。

Ｑ　�嬉しかったことなどはありますか。

Ａ　�演奏後に、楽しかった・また来てほしいと声をかけ
ていただけることが何よりの励みです。保育園の演
奏では、園児たちの歌声に感動して涙が出たことも
あります。

Ｑ　�印象に残っているエピソードはありますか。

Ａ　�障がい者交流会での演奏前、リーダーが「携帯電話
の電源を切ってね」と何度も確認していたにも関
わらず、本番中にリーダーの携帯電話から着信音が
鳴ってしまい、会場が大笑いになったことです。演
奏以上に盛り上がった忘れられない出来事です。

Ｑ　�活動のきっかけを教えてください。

Ａ　�楽器を演奏する楽しさを仲間と共有するだけでなく
「せっかくなら人前でも演奏したい」、「聴く人にも
楽しんでもらいたい」という思いから始めました。
多くの方と楽しい時間を共有できることが、活動の
原動力になっています。

Ｑ　最近、グループ名を変えたそうですね。

Ａ　�以前はRisty☆という名前でメンバーのイニシャル
を使っていましたが、メンバーの入れ替わりをきっ
かけに、新しい気持ちでスタートするためグループ
名を変更しました。サクソン☆ファイブという名前
にしたのは、覚えてもらいやすく、親しみやすい名
前にしたいという思いからです。

サクソン☆ファイブはプレイヤーと観客が一体となっ
て楽しめるステージを目指して活動しているサックス
カルテットです。メンバーは５人で、ソプラノ・アルト・
テナー・バリトンサックスにパーカッション担当が加
わった編成です。司会や歌も取り入れながら、楽しい
ステージづくりを行っています。岡垣町を中心に、敬
老会やクリスマス会、地域イベント、幼稚園・保育園、
高齢者施設などでボランティアで演奏しています。
練習は定期日ではなく、依頼に合わせて集まり、選
曲と練習を行っています。

　この企画は、岡垣町で頑張っている皆さんの活
動内容などを取材しています。

12

ちちいきのいきのちちからからびわりんびわすけの

12岡垣町イメージキャラクター
びわりん＆びわすけ
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